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和歌山市内の火災件数 ま
ち
に
密
着

　
和
歌
山
市
消
防
団
は
、
約
１

６
５
０
名
の
団
員
が
所
属
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
消
防
団
で

消
火
活
動
な
ど
を
行
う
基
本
団

員
の
ほ
か
、
Ｏ
Ｂ
団
員
、
特
別
Ｏ

Ｂ
団
員
、
消
防
音
楽
隊
で
活
動
す

る
防
火
広
報
団
員
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
女
性
消
防

団
員
は
現
在
69
名
が
所
属
し
て
お

り
、
地
域
の
安
心
と
安
全
を
守
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を

生
か
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
主
な
活
動
は
、
消
火

活
動
や
防
災
訓
練
。
ま
た
、
日

常
的
に
火
災
消
火
に
必
要
な
手
順

の
確
認
、
ポ
ン
プ
操
法
等
の
訓
練

を
行
い
、
技
術
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
る
巡
回
広
報
も
行
っ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
地
道
な
活

動
と
和
歌
山
市
消
防
局
と
の
連
携

も
あ
っ
て
、
本
市
の
火
災
件
数
は

減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地域防災への使命地域防災への使命

輝く女性たち輝く女性たち

　

女
性
の
活
躍
や
社
会
進
出
が
推
進
さ
れ
て
い
る
今
、家
事
や
育
児

と
仕
事
を
両
立
す
る
女
性
も
増
え
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、今
回

取
材
し
た
の
は
、日
頃
か
ら
私
た
ち
の
生
活
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
消

防
団
で
活
動
す
る
女
性
消
防
団
員
で
す
。消
防
団
は
力
仕
事
で
大

変
？ 

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。男
性
中
心
の
消
防
団
で
、女
性
の

視
点
や
強
み
を
も
っ
て
活
躍
す
る
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

【和歌山市消防団 白樫団長のメッセージ】
　仕事、家事、育児など日々の生活で培った女性消防団
員の経験を生かし、地域防災力の充実を図っていきます。

地域防災への使命地域防災への使命

輝く女性たち輝く女性たち

特集vol.12

写真左から写真左から
岡崎分団 嶋津さん、宮前分団 西平さん、宮前分団 山本さん、岡崎分団 嶋津さん、宮前分団 西平さん、宮前分団 山本さん、
宮分団 森崎さん、貴志分団 平山さん、岡崎分団 兵頭さん、宮分団 森崎さん、貴志分団 平山さん、岡崎分団 兵頭さん、
和歌山市消防局マスコットキャラクター 和びっとちゃん和歌山市消防局マスコットキャラクター 和びっとちゃん
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自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る

　
全
国
の
女
性
消
防
団
員
が
一
堂

に
会
し
、
日
頃
の
活
動
や
成
果

な
ど
を
発
表
す
る
全
国
女
性
消

防
団
員
活
性
化
大
会
。
こ
の
大

会
に
刺
激
を
受
け
た
６
人
の
団
員

が
、
消
防
分
団
の
垣
根
を
越
え
て

集
ま
り
、
大
会
出
場
に
向
け
て
防

火
防
災
啓
発
劇
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

他
分
団
の
団
員
と
一つ
の
も
の
を

一
か
ら
作
り
上
げ
て
い
く
楽
し
さ

と
難
し
さ
、
ま
た
、
交
流
か
ら
生

ま
れ
た
新
た
な
絆
を
肌
で
感
じ
な

が
ら
、
防
火
防
災
の
重
要
性
に
つ

い
て
共
通
認
識
の
下
、
日
々
練
習

に
励
み
、
そ
の
精
度
を
高
め
あ
っ

て
い
ま
す
。

地域防災への使命地域防災への使命

輝く女性たち輝く女性たち

特集担当：丹羽 直子、赤松 良寛、川端 康史

　今にも雨が降ってきそうな曇天の下、宮
前消防分団の皆さんに導かれて放水訓練
を体験。ホースの重み、放水の反動は想像
以上で、それを難なくこなす彼女たちのパ
ワーを実感。自分たちの地域は自らが守る！
という気概を間近に感じ、防災ボランティ
アである消防団員の皆さんに一歩でも近
づけるよう防火防災意識を高めなければと
痛感した一日でした。

編 後集 記

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
消
防
団
の
使
命
と
防

火
防
災
の
大
切
さ
を
よ
り
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
今
後

は
、
こ
の
啓
発
劇
を
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
で
披
露
し
た
り
、
幼
稚
園
や

学
校
に
出
向
き
、
子
供
に
楽
し
く

て
分
か
り
や
す
い
出
前
授
業
を
し

て
い
き
た
い
と
彼
女
た
ち
は
言
い

ま
す
。
こ
う
し
た
熱
い
思
い
に
は
、

感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
消
防

分
団
の
活
動
に
加
え
、
地
域
を
越

え
て
取
り
組
む
新
し
い
ス
タ
イ
ル

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
消
防
団
員
の

強
み
を
生
か
し
て

　
家
事
や
育
児
、
仕
事
と
の
両
立

を
図
り
、
男
性
消
防
団
員
と
と
も

に
地
域
防
災
の
た
め
に
活
躍
す
る

女
性
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
の
雄
姿

は
心
か
ら
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。

　

火
災
や
災
害
発
生
時
の
現
場

活
動
だ
け
で
は
な
く
、
平
常
時
の

防
火
防
災
活
動
に
お
い
て
も
子
供

や
女
性
、
高
齢
者
に
寄
り
添
っ
た

き
め
細
か
い
心
配
り
、
親
し
み
や

す
さ
か
ら
く
る
安
心
感
な
ど
、
女

性
の
視
点
や
強
み
が
あ
る
と
彼
女

た
ち
は
言
い
ま
す
。

　

和
歌
山
市
消
防
局
の
組
織
的

な
支
援
に
加
え
、
家
族
や
同
僚

消
防
団
員
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

地
域
愛
と
使
命
感
を
持
っ
て
活
動

し
、
女
性
の
チ
カ
ラ
を
発
揮
し
て

い
る
姿
を
見
て
い
る
と
、
女
性
活

躍
社
会
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

和
歌
山
市
議
会
と
し
て
も
、
彼

女
た
ち
の
よ
う
な
方
が
一
人
で
も

多
く
活
躍
で
き
る
社
会
環
境
の
整

備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

地域防災への使命地域防災への使命

輝く女性たち輝く女性たち

【消防団員募集】
　地域のために活躍し
ている消防団員がたくさ
んいます。私たちと一緒
に活動してみませんか。
　入団を希望される方
は、地元地区消防分団
長又は和歌山市消防局
消防総務課（TEL.426-
0119）までお問い合わ
せください。

９
月
定
例
会

特　

集
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9月定例会の概要

9月11日
・会期の決定（9月11日〜10月1日）
・議案説明（報告関係1件、議案13件（補正予算案4件、条例案3件、その他6件））

開 

会

9月23日〜28日
・総務委員会、厚生委員会、経済文教委員会、建設

企業委員会で議案について審査
9月29日
・各常任委員会で議案等について、討論及び採決
  （P10〜P11に概要掲載）

常
任
委
員
会

10月1日
・各常任委員会の委員長報告
・反対討論（姫田議員）、採決
・請願（1件）
・賛成討論（森下議員）、反対討論（薮議員）、採決
・追加議案の説明（補正予算案1件、条例案1件）、
  質疑（浜田議員）、採決
・追加議案の説明（決算関係18件）
・決算特別委員会の設置、委員の選任
  ※決算関係の議案は、閉会中の継続審査
・議員発議（市長専決処分事項の指定1件、意見書

案2件）、採決

閉 
会

9月15日
・山中敏生議員、姫田高宏議員、中村朝人議員
9月16日
・丹羽直子議員、井本有一議員、堀　良子議員
9月17日
・坂口多美子議員、中庄谷孝次郎議員、南畑幸代議員

9月18日
・浜田真輔議員、森下佐知子議員、遠藤富士雄議員
  （P6〜P9に概要掲載）
・議案等の委員会付託

一般
質
問
等

令和2年度予算〈9月補正後〉

一般会計 1,971億7,656万4千円
（補正額45億7,981万1千円）

特別会計及び
公営企業会計

1,390億527万3千円
（補正額▲411万8千円）

合 計 3,361億8,183万7千円

補正予算の概要

　一般会計では、新型コロナウイルス感染症関連予
算として、クラスター施設等への医師や看護師派遣事
業、検体採取における乳幼児・高齢者等への利便性
向上、ＰＣＲ等の病原体検査体制の強化、地域公共
交通への支援などに要する経費が、また、和歌山市動
物愛護管理基金を設置し、寄附金を原資として積み
立てる予算が計上されました。
　特別会計では、介護保険事業特別会計、後期高齢
者医療特別会計で、保険料収納の利便性向上を図る
ため、システム改修に要する経費が計上されました。
　これらの補正予算案は慎重審査の結果、可決されま
した。

新型コロナウイルス感染症対策を巡る議論
　7月13日から17日までの会期で7月臨時会が開か
れ、新型コロナウイルス感染症対策に関連した補正予算
案1件、物品購入契約1件がそれぞれ全会一致で可決さ
れました。
　和歌山市議会では、感染症対策と経済活動の両立を
目指し、定例会、臨時会及び議会運営委員会で積極的
に議論しています。

７
月
臨
時
会 

議
案
の
採
決

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
の
概
要

4



議
案
番
号

件　　　　名 結
果

公明党議員団 自由民主党市議団 政和クラブ 日本共産党議員団 民主クラブ 和歌山興志
クラブ

日本
維新の会

堀
　 

良
子

西
風 

章
世

園
内 

浩
樹

中
塚
　 

隆

薮
　 

浩
昭

奥
山 

昭
博

中
尾 

友
紀

松
本 

哲
郎

中
村 

元
彦

中
谷 

謙
二

丹
羽 

直
子

井
上 

直
樹

古
川 

祐
典

宇
治
田
清
治

遠
藤
富
士
雄

芝
本 

和
己

戸
田 

正
人

松
井 

紀
博

北
野
　 

均

佐
伯 

誠
章

山
本 

宏
一

井
本 

有
一

中
村 

朝
人

森
下
佐
知
子

坂
口
多
美
子

姫
田 

高
宏

南
畑 

幸
代

山
中 
敏
生

川
端 
康
史

永
野 
裕
久

山
本 

忠
相

寒
川
　 

篤

赤
松 

良
寛

浜
田 

真
輔

𠮷
本 

昌
純

尾
㟢 

方
哉

中
庄
谷
孝
次
郎

山
野
麻
衣
子

議1 令和2年度和歌山市一般会計補正予算
（第8号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 欠 ○○ ○○ × × × × × × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議2 令和2年度和歌山市土地造成事業特別
会計補正予算（第1号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 欠 ○○ ○○ × × × × × × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議3 令和2年度和歌山市介護保険事業特別
会計補正予算（第1号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 欠 ○○ ○○ × × × × × × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議4 令和2年度和歌山市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第1号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 欠 ○○ ○○ × × × × × × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議5 和歌山市職員給与条例の一部改正 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 欠 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議6 和歌山市改良住宅条例の一部改正 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 欠 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議7 和歌山市営駐車場条例の一部改正 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 欠 ○○ ○○ × × × × × × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議8 市道路線認定（18路線） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 欠 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議9 工事請負契約の締結（汐見団地解体撤去
工事） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 欠 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議10 工事請負変更契約の締結（河西橋上部工
工事（P1〜P4）） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 欠 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議14 令和2年度和歌山市一般会計補正予算
（第9号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 欠 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議15 和歌山市動物愛護管理基金条例の制定 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 欠 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

請4
大学などの一律学費半額と高等教育機関
への支援を求める意見書の提出を求める
請願

不採択 × × × × × × × × × × × ／／ × × × × × × 欠 ×× ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ × × ○○ × ○○ ○○ ○○ × ○○ ○○

発議1 地方自治法第180条による市長専決処分
事項の指定の一部改正 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 欠 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

発議2
防災・減災、国土強靭化対策と地域経済
復興に向けた社会資本整備の更なる推進
を求める意見書案

可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 欠 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

発議3 地方の意向を真に反映した地方財政の充
実・強化を求める意見書案 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 欠 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

9月定例会採決状況
※議案等に対する賛成者は「○」、反対者は「×」、退席者は「 ー 」、欠席者は「欠」と表記しています。
　なお、議長は通常、採決に加わらないため「／」としています。また、議員名は、会派ごとに議席番号順に表記しています。
※採決状況は、市議会ホームページでもご覧いただけます。

※議案第11号から同第13号、認第1号から同第18号までの議案については、決算特別委員会での閉会中の継続審査に付されたため、一覧に掲載しておりません。

　公益に関する重要な事項で市だけでは対応できない
重要なものに関して、議会の意思を意見書としてまと
め、国や県などの関係機関に提出し、その解決を求める
ものです。意見書は、議員が案文を議長に提出し、本会

議で可否を決めます。
　可決した意見書は、市議会ホームページ
でご覧いただけます。

意見書ってなに？

議案の議決・審査

予算案・条例案などを提案
市  長市議会

（議員）

市  民

意見・要望 意見・要望

市民のために働く 市民のために働く

議会の仕組み（市民・市議会・市長の関係）

９
月
定
例
会

採
決
状
況
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進
事
業
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
伴
走
型
で
、
本

人
と
同
じ
目
線
に
立
ち
、
寄
り

添
っ
て
い
く
こ
と
で
つ
な
が
り

を
持
ち
続
け
、
課
題
を
一
つ
ず
つ

解
き
ほ
ぐ
し
、
粘
り
強
く
支
援

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待

で
き
る
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
１
年
を
振
り
返
っ

て
の
成
果
や
課
題
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

　
  

関
係
機
関
を
交
え
た
個
別

ケ
ー
ス
会
議
等
の
開
催
、
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
員
や
自
治
会

員
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
協

議
体
で
の
会
議
を
地
域
ご
と
に

開
催
し
、
地
域
課
題
の
抽
出
や

解
決
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
た
。

ま
た
、
課
題
と
し
て
、
取
組
に

地
域
差
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

活
動
内
容
の
周
知
に
努
め
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
を
し

て
い
く
。

答

会
や
た
め
池
管
理
者
に
対
し
て
、

自
助
・
共
助
の
防
災
目
的
に
活

用
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
／
Ｉ
o
Ｔ
技

術
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

 　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
す
る
中
、
外
出
自
粛

な
ど
で
家
庭
生
活
に
変
化
が
起

こ
り
、
様
々
な
ス
ト
レ
ス
か
ら

子
供
へ
の
虐
待
リ
ス
ク
が
高
ま
っ

た
現
状
に
胸
が
痛
む
。
児
童
虐

待
に
加
え
て
育
児
放
棄
、
ま
た
、

問

録画中継がご覧
いただけます。

※各会派のスペースは、会派の所属議員数によりその大きさが異なります。

一般質問の概要では、多数ある質問
項目の中から、特に市民の皆様へお
届けする内容をピックアップした上
で掲載しています。

一 般 質 問PickUp!
ピ ッ ク ア ッ プ

ＩoＴを活用した水位計

 　

 

相
談
支
援
、
参
加
支
援
、

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
を
一

体
的
に
実
施
す
る
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
が
来
年
度
か
ら

任
意
事
業
と
し
て
始
ま
る
。

　

こ
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
制
度
の
縦
割
り
を
打
破
し
、

制
度
に
人
を
合
わ
せ
る
の
で
は

な
く
、
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い

る
人
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添
っ

た
支
援
へ
と
福
祉
の
大
転
換
を

図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ

れ
こ
そ
、
誰
も
置
き
去
り
に
し

な
い
社
会
を
実
現
す
る
基
盤
と

な
る
事
業
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
今
こ
そ

市
役
所
が
先
頭
に
立
っ
て
、
こ

の
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
誰
一

人
置
き
去
り
に
し
な
い
と
い
う

姿
勢
を
示
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

　

  

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
は
、
地
域
住
民
の
複
合

化
、
複
雑
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
包
括
的
な
支
援
体

制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
、

様
々
な
支
援
機
関
が
連
携
す
る

円
滑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問答

　

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

は
、
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
一

体
的
、
か
つ
、
重
層
的
に
行
う

必
要
が
あ
り
、
庁
内
は
も
と
よ

り
他
の
支
援
機
関
と
の
連
携
を

要
す
る
た
め
、
関
係
部
局
に
よ

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
上
げ
、
共
通
認
識
を
持
つ
と

と
も
に
、
課
題
対
応
な
ど
協
議

を
行
い
、
本
市
の
実
情
に
合
っ

た
事
業
の
実
施
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

 　

 

た
め
池
の
管
理
体
制
は
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
影

響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
農
家

や
水
利
組
合
等
が
担
っ
て
お
り
、

維
持
管
理
が
大
変
厳
し
い
状
況

に
陥
っ
て
い
る
。

　

豪
雨
の
際
、
危
険
な
状
況
の

中
、
現
地
へ
確
認
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
安
全
面

で
懸
念
が
あ
る
。
地
域
住
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
自
助・
共
助
に
公
助
の

手
を
差
し
伸
べ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
／
Ｉ
o

Ｔ
を
大
い
に
活
用
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
は
ど
う
か
。

　
  

各
実
証
実
験
な
ど
を
参
考

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
／
Ｉ
o
Ｔ
の
活
用
を

検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
自
治

問答

地
域
共
生
社
会
の
実
現

 　

 

本
市
で
は
、
昨
年
か
ら
誰

も
置
き
去
り
に
し
な
い
こ
と
を

目
的
に
、
地
域
の
困
り
ご
と
を

地
域
住
民
と
支
援
機
関
が
お
互

い
に
協
力
し
て
包
括
的
に
支
援

体
制
を
持
つ
事
業
と
し
て
、
我

が
事・
丸
ご
と
の
地
域
づ
く
り
推

問 我
が
事・丸
ご
と
の

地
域
づ
く
り

Ｉ
Ｃ
Ｔ
／
Ｉ
o
Ｔ
を
活
用

し
た
た
め
池
の
防
災
対
策

堀
ほり

 良
よしこ

子

公
明
党
議
員
団

自
由
民
主
党
市
議
団

丹
にわ

羽 直
なおこ

子

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
対
応

一
般
質
問

９
月
定
例
会
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改
善
が
必
要
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

　

  

事
業
者
と
行
政
の
協
力
・
連

携
、
住
民
の
方
々
の
積
極
的
な

利
用
が
重
要
と
の
趣
旨
で
作
成

し
て
い
る
も
の
だ
が
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
制
度
と
な
る
よ

う
考
え
て
い
く
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
的
負
担
の

緩
和
、
手
洗
い
に
よ
る
公
衆
衛

生
の
向
上
と
感
染
予
防
対
策
の

た
め
、
減
免
を
求
め
た
。

　

３
０
０
０
円
相
当
の
商
品
券

を
配
布
す
る
事
業
は
、
制
度
を

知
ら
な
い
事
業
者
が
多
い
た
め
、

登
録
事
業
者
の
拡
大
を
求
め
た
。

問答

　

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
長
時
間
過

密
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
通
用
し

な
く
な
っ
て
い
る
。
経
済
復
興

な
ど
を
カ
ジ
ノ
に
頼
ら
ず
、
誘

致
の
見
直
し
を
求
め
た
。

　

古
い
構
造
の
浴
室
や
ト
イ
レ

は
、
障
害
者
の
要
望
を
取
り
入

れ
、
改
善
を
図
る
よ
う
求
め
た
。

 　

 

毎
夏
猛
烈
な
暑
さ
に
襲
わ

れ
る
中
、
全
て
の
生
活
保
護
利

用
者
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
認
め

る
よ
う
国
に
求
め
る
と
と
も
に
、

市
独
自
で
も
補
助
を
行
う
べ
き

だ
と
思
う
が
、
市
長
は
ど
う
か
。

　

  

本
市
独
自
の
補
助
制
度
は

困
難
で
あ
る
が
、
全
国
市
長
会

を
通
じ
て
要
望
し
て
い
く
。

問答

水
道
料
金
の
減
免
／

コ
ロ
ナ
対
策
関
連
事
業

家
族
の
介
護
な
ど
で
自
ら
の
育

ち
や
教
育
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
18
歳
未
満
の
子
供
「
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
」
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
埼

玉
県
議
会
で
は
、
本
年
３
月
に

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
を

含
む
、
埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援

条
例
が
可
決
さ
れ
、
同
県
は
先

駆
的
な
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
、
早
期
支

援
、
継
続
支
援
に
向
け
て
の
制

度
や
政
策
、
支
援
方
策
を
策
定

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
こ
ど

も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
け
で

な
く
部
署
を
越
え
て
認
識
と
連

携
を
図
る
た
め
に
も
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
把
握
に
つ
い

て
調
査
し
て
は
ど
う
か
。

　

  

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
に

答

つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
和
歌
山

市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
を
通
じ
て
、
教
育
委
員
会
や

関
連
団
体
と
連
携
し
、
他
都
市

で
実
施
し
て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
実
態
調
査
を
研
究
す
る

な
ど
し
、
実
態
把
握
の
調
査
を

進
め
て
い
く
。

 　

 

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
中

核
で
あ
る
和
歌
山
城
の
整
備
、

と
り
わ
け
天
守
閣
の
耐
震
改
修

に
つ
い
て
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
木
造
再
建
を
目
指
す
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
旨
、
明
確
に
す

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
同
様
に
、

中
学
校
の
全
員
給
食
に
つ
い
て

も
、
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
財
政
的
な

課
題
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
市

長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
未
来
に
向
け
た
方
向
性
を

示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

  

天
守
閣
に
つ
い
て
は
、
木
造

再
建
を
目
指
し
て
い
る
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
財
政
状
況
の
悪

問答

化
に
よ
り
、
耐
震
改
修
を
は
じ

め
和
歌
山
城
全
体
の
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
を
調
整
す
る
必
要

が
あ
る
。
一
方
で
、
令
和
２
年

４
月
に
文
化
庁
よ
り
出
さ
れ
た

「
復
元
等
に
関
す
る
基
準
」
に

基
づ
き
、
木
造
再
建
の
復
元
に

向
け
て
協
議
し
て
い
る
。
今
後

は
そ
の
要
件
に
必
要
な
新
た
な

資
料
の
発
掘
・
収
集
を
積
極
的

に
行
う
と
と
も
に
、
各
省
庁
の

補
助
金
の
活
用
を
検
証
し
、
文

化
庁
に
対
し
、
更
に
粘
り
強
く

協
議
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
全
員
給
食
に
つ
い
て

は
、
全
て
の
生
徒
に
対
し
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

提
供
で
き
、
食
育
の
面
か
ら
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
、

具
体
的
な
方
法
や
財
源
の
確
保

を
調
整
し
た
上
で
、
全
員
給
食

を
導
入
し
て
い
く
。

自らの育ちや教育に影響を及ぼしているヤングケアラー

坂
さかぐち

口 多
たみこ

美子

日
本
共
産
党
議
員
団

姫
ひめだ

田 高
たかひろ

宏

地
域
バ
ス
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

Ｉ
Ｒ（
カ
ジ
ノ
）の
誘
致

障
害
者
向
け
市
営
住
宅

生
活
保
護
行
政

井
いもと

本 有
ゆういち

一

中
なかむら

村 朝
あさと

人

市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を 遠

えんどう

藤 富
ふじお

士雄

和歌山城天守閣
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要
性
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
可
能
な
限
り
国
の
予
算
を

取
り
に
い
く
こ
と
が
行
政
の
重

要
な
仕
事
の
一
つ
で
あ
り
、
今

後
、
積
極
的
に
事
業
化
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延

に
よ
る
経
済
対
策
に
始
ま
り
、

そ
の
他
様
々
な
施
策
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
中
、
同
時
に
基
礎

と
な
る
本
市
の
人
口
や
収
入
、

未
来
を
支
え
て
く
れ
る
子
供
へ

の
投
資
が
、
住
み
よ
い
和
歌
山

市
を
つ
く
る
た
め
の
必
須
条
件

で
あ
り
、
最
も
費
用
対
効
果
が

高
い
と
考
え
る
。

　

子
育
て
環
境
日
本
一
を
目
指

す
に
当
た
り
、
子
供
の
見
守
り

強
化
事
業
の
必
要
性
に
つ
い
て

市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
伴
い
、
子
供
の
見

答

守
り
機
会
が
減
少
し
、
児
童
虐

待
等
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
お

り
、
子
供
の
見
守
り
強
化
は
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
、
子
供
の
見
守
り
強
化

や
子
育
て
支
援
策
を
充
実
し
、

子
育
て
環
境
日
本
一
を
目
指
す

た
め
に
は
、
行
政
側
が
受
け
身

に
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て

い
る
。
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
、
子
育
て
環
境
の
実

態
を
把
握
し
、
政
策
を
考
え
る

と
と
も
に
、
本
市
か
ら
団
体
に

対
し
、
積
極
的
に
市
や
国
の
制

度
の
活
用
、
応
用
を
提
案
し
て

い
く
よ
う
心
掛
け
て
い
く
。

 　

 

老
朽
化
が
進
み
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
と
受
益
者
の
減

少
に
よ
っ
て
維
持
管
理
も
ま
ま

な
ら
な
い
「
た
め
池
」
と
都
市

生
活
排
水
も
受
け
入
れ
て
い
る

「
農
業
用
水
」
は
、
農
業
の
要

で
あ
り
、
暮
ら
し
の
中
で
も

問

減
災
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
老
朽
化

等
の
早
期
解
決
に
向
け
、
予
算

を
増
額
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

  

水
路
の
し
ゅ
ん
せ
つ
や
清

掃
、
補
修
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

通
水
機
能
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
た
め
池
に
つ
い
て
は
、

国
に
よ
る
事
業
実
施
に
要
す
る

費
用
の
財
政
上
の
措
置
等
を
活

用
し
、
国
・
県
へ
の
要
望
を
含
め

事
業
実
施
に
努
め
て
い
く
。

 　

 

農
業
を
産
業
と
し
て
再
確

立
す
る
に
は
、
農
業
を
知
る
き
っ

か
け
や
学
べ
る
環
境
の
整
備
、

所
得
補
償
な
ど
が
重
要
だ
と
考

え
る
が
、
農
業
に
や
り
が
い
を

持
ち
、
所
得
の
確
保
を
目
的
と

す
る
農
業
従
事
者
を
今
ま
で
以

答問

 　
 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
経
済
が

停
滞
す
る
中
、
来
年
度
の
予
算

編
成
、
限
ら
れ
た
予
算
で
の
市

政
運
営
、
コ
ロ
ナ
で
生
活
困
窮

に
陥
っ
た
市
民
へ
の
支
援
な
ど
、

課
題
は
山
積
み
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い

て
は
、
支
援
対
象
児
童
等
の
居

宅
を
訪
問
す
る
な
ど
し
、
状
況

の
把
握
や
食
事
の
提
供
な
ど
を

通
じ
て
子
供
の
見
守
り
体
制
を

強
化
す
る
た
め
の
補
正
予
算
を

計
上
し
、
自
治
体
に
活
用
を
促

し
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
市

町
村
が
実
施
主
体
で
あ
る
た

め
、
民
間
団
体
か
ら
本
市
に
対

し
、
事
業
化
に
向
け
て
取
り
組

む
よ
う
申
し
出
て
い
る
が
、
い

ま
だ
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

本
市
で
も
、
子
供
食
堂
等
の

民
間
団
体
と
の
連
携
強
化
、
支

援
を
必
要
と
す
る
家
庭
や
児

童
の
見
守
り
体
制
の
強
化
に
必

問 コ
ロ
ナ
後
の
子
育
て
支
援
・

子
供
の
見
守
り

　

市
は
避
難
所
の
密
を
避
け
る

た
め
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
指

定
避
難
所
以
外
の
避
難
所
の
開

設
な
ど
を
見
直
し
た
。
ま
た
、

必
要
な
人
員
を
増
や
し
、
避
難

所
運
営
訓
練
を
実
施
予
定
。
さ

ら
に
、
災
害
対
応
力
強
化
に
女

性
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
た
め
、

防
災
会
議
委
員
に
３
割
以
上
の

女
性
登
用
を
目
指
し
て
い
く
。

 　

 

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
の
国
保

料
減
免
の
利
用
者
は
ま
だ
少
な

い
と
思
わ
れ
る
。
周
知
の
徹
底

と
と
も
に
保
険
料
の
滞
納
者
に

対
す
る
納
付
相
談
は
専
門
的
な

職
員
体
制
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　

  

滞
納
者
へ
の
対
応
は
、
社
会

保
障
制
度
に
精
通
し
た
職
員
体

制
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

問答

整備後のため池

南
みなみばた

畑  幸
さちよ

代

コ
ロ
ナ
禍
等
の
災
害
対
策
強
化

民
主
ク
ラ
ブ

山
やまなか

中 敏
としお

生

森
もりした

下 佐
さちこ

知子

国
民
健
康
保
険
制
度

浜
はまだ

田 真
しんすけ

輔

和
歌
山
興
志
ク
ラ
ブ

農
業
資
本
の
維
持
管
理

農
業
を
担
う
人
材
の
確
保
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上
に
増
や
す
具
体
的
な
政
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　

  
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化

や
販
売
先
の
拡
大
な
ど
、
ブ
ラ

ン
ド
化
や
産
地
化
を
目
指
し
、

本
市
農
産
物
等
の
Ｐ
Ｒ
や
四
季

の
郷
公
園
の
直
売
所
の
整
備
な

ど
、
農
業
の
高
収
益
化
の
推
進
、

担
い
手
の
育
成
・
確
保
や
生
産

性
向
上
な
ど
の
取
組
を
継
続
的

に
実
施
し
、
や
り
が
い
や
誇
り

を
持
っ
て
農
業
に
従
事
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
新
規
就
農

者
が
定
着
し
や
す
い
環
境
整
備

や
農
業
所
得
の
向
上
に
向
け
た

施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

 　

 

多
く
の
保
護
者
が
全
員

給
食
を
望
ん
で
い
る
と
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て
、
教
育

委
員
会
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
子
育
て
環
境
日
本

一
を
目
指
す
和
歌
山
市
に
と
っ

て
、
中
学
校
全
員
給
食
の
実
施

答問

は
未
来
へ
の
投
資
と
考
え
る
が
、

現
実
的
な
方
法
と
し
て
、
現
在

の
調
理
施
設
を
使
っ
て
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　

  

全
国
的
な
全
員
給
食
の
流

れ
の
中
、
本
市
の
実
情
も
鑑
み
、

生
徒
、
保
護
者
双
方
に
と
っ
て

よ
り
良
い
中
学
校
給
食
に
つ
い

て
考
え
て
い
く
。
ま
た
、
児
童

数
が
減
っ
た
小
学
校
で
調
理
し

た
給
食
を
中
学
校
に
配
送
す
る

こ
と
が
可
能
だ
が
、
食
中
毒
防

止
な
ど
の
衛
生
管
理
用
の
設
備

上
、
現
有
施
設
で
は
過
去
の
食

数
ま
で
は
適
正
な
調
理
を
行
え

な
い
学
校
も
多
く
あ
る
。

答

市議会の活動をより一層知っていただくために、声の市
議会だより（市議会だよりの音声版）を作成しています。

ご希望の方は、議会事務局 議事調査課
☎435-1120 までご連絡ください。

声の市議会だより
（市議会だよりの音声版）

中
なかしょうや

庄谷 孝
こうじろう

次郎

中
学
校
全
員
給
食
の
実
施

日
本
維
新
の
会

市議会をもっと知りたい！ ～教えて議会博士～

「
家
の
近
く
に
公
園
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
な

あ
…
…
。」

「
近
く
に
公
園
が
あ
っ
た
ら
安
全
だ
し
、
友

達
と
い
っ
ぱ
い
遊
べ
る
よ
ね
。」

「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
な
あ
？
」

「
こ
ん
な
と
き
は
、
議
会
博
士
に
聞
い
て
み

よ
う
よ
。」

「
市
の
仕
事
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
こ
と
を
し

て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
や
要
望
が
あ
る
と
き

は
、
市
議
会
に
そ
の
内
容
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
ん
だ
よ
。」

「
じ
ゃ
あ
、
公
園
の
こ
と
も
要
望
で
き
る
の
？
」

「
も
ち
ろ
ん
で
き
る
よ
。」

「
え
っ
！　

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」

「
市
議
会
に
は
、
請
願
や
陳
情
・
要
望
と
い
っ

た
決
め
ら
れ
た
提
出
方
法
が
あ
る
ん
だ
よ
。」

「
違
い
が
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
…
…
。」

「
大
き
な
違
い
は
、
請
願
は
一
人
以
上
の
紹
介

議
員
が
必
要
で
、
陳
情
・
要
望
は
紹
介
議
員

が
い
ら
な
い
ん
だ
。
そ
れ
に
、
請
願
は
本
会

議
で
採
決
す
る
ん
だ
よ
。
両
方
と
も
年
齢
は

関
係
な
い
か
ら
君
た
ち
に
も
出
せ
る
よ
。
詳

し
く
は
、
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
ね
。」

「
家
に
帰
っ
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
よ
う
よ
。」

「
そ
う
だ
ね
。
博
士
、
あ
り
が
と
う
。」

「
は
い
、
い
つ
で
も
聞
い
て
ね
。」

太 

郎
花 

子
太 

郎
花 

子
博 

士
太 

郎
博 

士
花 

子
博 

士
太 

郎
博 

士
花 

子
太 

郎
博 

士

議会博士

太郎

花子

　請願及び陳情・要望の方法は、市議会ホームページ
でご覧いただくことができます。
　書き方など詳しくは、議会事務局議事調査課 ☎４３５-
１１２０までお問い合わせください。
和歌山市議会　請願・陳情

請願及び陳情・要望のご案内
請願及び陳情・要望の受理件数

請願 陳情・要望 計
令和２年度
※９月定例会時点 1 3 4

令和元年度 3 12 15
平成３０年度 1 10 11
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
３
件

に
つ
い
て
、慎
重
審
査
の
結
果
、可
決
す

べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

議
案
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、次
の
と

お
り
で
す
。

　

議
案
第
１
号
、令
和
２
年
度
和
歌
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）中
、

施
設
開
設
準
備
経
費
助
成
金
助
成
事

業
３
３
１
８
万
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、

介
護
施
設
等
の
大
規
模
修
繕
に
併
せ
て

行
う
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に

対
す
る
費
用
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
委
託
事
業
６

２
６
万
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、今
後
の

感
染
拡
大
局
面
に
備
え
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

セ
ン
タ
ー
を
医
療
機
関
へ
委
託
し
、検

査
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
で
、Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
迅
速
化
・
効
率
化
を
図
る
も
の

で
す
。

　

備
蓄
品
整
備
事
業
２
４
１
３
万
３

千
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、今
後
の
感
染

拡
大
局
面
に
備
え
、保
健
所
の
備
蓄
品

を
整
備
す
る
た
め
、医
療
資
器
材
を
購

入
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
３
号
、令
和
２
年
度
和
歌
山

市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）保
険
料
収
納
シ
ス
テ
ム
改

修
事
業
５
８
０
万
７
千
円
に
つ
い
て
、

議
案
第
４
号
、令
和
２
年
度
和
歌
山
市

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）保
険
料
収
納
シ
ス
テ
ム
改

修
事
業
４
９
３
万
２
千
円
に
つ
い
て
。

こ
れ
ら
は
、保
険
料
収
納
の
利
便
性
向

上
を
図
る
た
め
、コ
ン
ビ
ニ
収
納
及
び

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
収
納
が
可
能
と
な
る
よ

う
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、審
査
過
程
に
お
い
て
、介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
す
る
行

政
処
分
、特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
状

況
、妊
婦
応
援
臨
時
特
別
給
付
金
の
給

付
状
況
、子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
の
給
付
状
況
、ひ
と
り
親
家
庭
等
臨

時
特
別
給
付
金
の
給
付
状
況
、ひ
と
り

親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
の
給
付
状

況
、和
歌
山
市
の
環
境（
令
和
元
年
度

報
告
）、太
陽
光
発
電
事
業
の
進
捗
、し

尿
く
み
取
り
手
数
料
の
減
免
報
告
に
つ

い
て
、執
行
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が

あ
り
、こ
れ
ら
に
対
し
、各
委
員
か
ら
意

見
、指
摘
及
び
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
生 

委
員
会

委 員 会 審 査 の 概 要
　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
２

件
に
つ
い
て
、慎
重
審
査
の
結
果
、可
決

す
べ
き
も
の
と
、ま
た
、付
託
さ
れ
た
請

願
１
件
に
つ
い
て
、不
採
択
と
す
べ
き
も

の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、議
案

の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り

で
す
。

　

議
案
第
１
号
、令
和
２
年
度
和
歌
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）中
、

地
域
公
共
交
通
感
染
拡
大
防
止
対
策

事
業
３
７
５
万
６
千
円
に
つ
い
て
。
こ

れ
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、バ
ス
事
業
者
が
実
施
す

る
路
線
バ
ス
車
両
等
へ
の
抗
菌
剤
の
吹

き
付
け
に
対
し
て
補
助
す
る
も
の
、及

び
バ
ス・
鉄
道
事
業
者
が
実
施
す
る
必

要
な
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
車
内

等
の
密
度
を
上
げ
な
い
よ
う
に
配
慮
し

た
運
行
に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
運
営
事
業
１
１

１
３
万
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、「
新
し

い
生
活
様
式
」実
践
に
向
け
て
、Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
を
推
進
す
る
た
め
の
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ

ラ
の
購
入
等
や
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
す

る
た
め
の
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
の
購
入
等
を

行
う
も
の
で
す
。

　

地
域
公
共
交
通
維
持
・
確
保
事
業
４

８
５
万
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
激
減
し
て
い
る
利
用
者
の
回
復
に
向

け
、鉄
道
事
業
者
が
実
施
す
る
需
要
回

復
事
業
に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

自
転
車
活
用
推
進
事
業
67
万
６
千

円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、「
新
し
い
旅
行

ス
タ
イ
ル
」の
環
境
整
備
と
し
て
、サ
イ

ク
リ
ス
ト
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
サ
イ

ク
ル
ラ
ッ
ク
等
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、審
査
過
程
に
お
い
て
、こ
れ
ら

に
対
し
、各
委
員
か
ら
意
見
、指
摘
及

び
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務 

委
員
会

鉄道事業者が行う子供向け体験イベントサイクルラック

委
員
会
審
査
の
概
要

９
月
定
例
会
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
１
件

に
つ
い
て
、慎
重
審
査
の
結
果
、可
決
す

べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

議
案
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、次
の
と

お
り
で
す
。

　

議
案
第
１
号
、令
和
２
年
度
和
歌
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）中
、

つ
つ
じ
が
丘
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
周
辺
駐
車

場
等
拠
点
避
難
地
整
備
事
業
９
億
６

４
８
万
円
及
び
令
和
３
年
度
ま
で
の

期
間
、限
度
額
を
３
億
４
３
６
８
万
３

千
円
と
す
る
債
務
負
担
行
為
の
補
正
に

つ
い
て
。
こ
れ
は
、つ
つ
じ
が
丘
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
周
辺
の
近
隣
商
業
用
地
を
拠

点
避
難
地
及
び
駐
車
場
と
し
て
活
用
す

る
た
め
、対
象
地
の
購
入
及
び
整
備
工

事
を
行
う
も
の
で
す
。

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
管
理
運
営
事
業

６
４
９
万
２
千
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
市
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
衛
生
環
境

を
改
善
す
る
た
め
、移
動
式
ト
イ
レ
を

落
下
式
か
ら
簡
易
水
洗
式
に
入
れ
替
え

る
も
の
で
す
。

　

加
太
ま
ち
あ
る
き
環
境
整
備
事
業

６
７
８
万
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、加
太

地
区
に
お
け
る「
ま
ち
あ
る
き
」の
満
足

度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、観
光
案
内
看

板
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、加
太
船
着

場
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

　

扇
の
芝

整
備
事
業

４
億
７
１

４
４
万
６

千
円
に
つ

い
て
。こ
れ

は
、扇
の
芝

の
復
元
に

向
け
、公
有

地
化
を
進

め
る
も
の

で
す
。

　

学
校
運
営
事
業
６
９
８
１
万
５
千

円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、市
立
和
歌
山

高
等
学
校
の
生
徒
に
１
人
１
台
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
端
末
の
整
備
を
す
る
と
と
も

に
、オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
充
実
に
必
要
な

関
係
機
器
の
導
入
を
行
う
も
の
で
す
。

　

小
学
校
給
食
施
設
整
備
事
業
２
億

１
０
６
０
万
３
千
円
に
つ
い
て
。
こ
れ

は
、各
小
学
校
の
給
食
調
理
場
の
環
境

改
善
と
し
て
、空
調
設
備
の
整
備
を
行

う
も
の
で
す
。

　

な
お
、審
査
過
程
に
お
い
て
、和
歌
山

城
ホ
ー
ル
に
関
す
る
進
捗
状
況
、令
和

２
年
度
和
歌
山
市
立
博
物
館
協
議
会
、

令
和
２
年
度
附
属
機
関
の
会
議
の
開

催
、太
陽
光
発
電
設
備
設
置
に
係
る
屋

内
運
動
場
屋
根
貸
し
事
業
に
つ
い
て
、

執
行
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
ら
に
対
し
、各
委
員
か
ら
意
見
、指

摘
及
び
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

経
済
文
教 

委
員
会

域
防
災
活
動
に
関
わ
る
消
防
団
員
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
付
き
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
６
号
、和
歌
山
市
改
良
住
宅

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、高
千
穂
団
地
及
び

昭
和
48
年
度
建
設
分
の
汐
見
団
地
に
つ

い
て
、老
朽
化
の
た
め
更
新
住
宅
と
し

て
す
ず
ら
ん
団
地
を
建
設
し
、住
民
の

転
居
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら

の
団
地
を
廃
止
す
る
た
め
、所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

 　　

議
案
第
７
号
、和
歌
山
市
営
駐
車
場

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、和
歌
山
市
営
中
央

駐
車
場
の
料
金
体
系
等
の
改
正
及
び
和

歌
山
市
営
北
駐
車
場
の
新
設
の
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、審
査
過
程
に
お
い
て
、高
齢
者

の
単
身
入
居
可
能
団
地
の
追
加
に
つ
い

て
、執
行
部
か
ら
報
告
が
あ
り
、こ
れ
ら

に
対
し
、各
委
員
か
ら
意
見
、指
摘
及

び
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
７
件

に
つ
い
て
、慎
重
審
査
の
結
果
、可
決
す

べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

議
案
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、次
の
と

お
り
で
す
。

　

議
案
第
１
号
、令
和
２
年
度
和
歌
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）中
、

準
用
河
川
改
修
事
業
２
億
９
１
０
０

万
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、永
山
川
の
河

川
改
修
事
業
に
伴
い
和
歌
山
電
鐡
が
施

工
す
る
鉄
道
橋
の
架
け
替
え
工
事
に
対

す
る
工
事
負
担
金
及
び
用
地
取
得
の
費

用
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

旧
四
箇
郷
保
育
所
活
用
事
業
２
０

０
０
万
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、令
和
２

年
３
月
に
閉
園
と
な
っ
た
旧
四
箇
郷
保

育
所
を
地
域
交
流
拠
点
施
設
と
し
て

活
用
す
る
た
め
の
整
備
に
要
す
る
費
用

を
補
助
す
る
も
の
で
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

消
防
団
員
感
染
症
対
策
事
業
８
０

６
万
８
千
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、地

建
設
企
業 

委
員
会

復元後の扇の芝イメージ図

新たに建設されたすずらん団地

旧四箇郷保育所

委員会の模様をインターネットで配信しています！
市議会ホームページから録画中継がご覧いただけます。

委
員
会
審
査
の
概
要

９
月
定
例
会
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【委員長】西風 章世	 【副委員長】丹羽 直子
【委員】中村 朝人	 赤松 良寛	 山中 敏生
	 川端 康史	 山野 麻衣子	 坂口 多美子
	 薮 浩昭	 古川 祐典	 北野 均
	 佐伯 誠章

和歌山市議会広報委員会 〒640-8511
和歌山市七番丁23番地
和歌山市議会広報委員会 宛
TEL ： 432-0022（議会事務局）
FAX ： 424-9276
Mail ： gikaidayori@city.wakayama.lg.jp

広報委員会からのお知らせ

市議会をもっと知りたい！

〈〈目指せ！ フォロワー3,000人!! 〉〉
　和歌山市議会では、市民の皆様に市議会をより知っていただくため、
公式フェイスブックページを開設し、最新情報を発信しています。
　現在、約1,400人の方にフォローしていただいています。
　和歌山市に生活圏がある皆さん、ぜひフォローをお願いし
ます! お気に入りの投稿には「いいね!」や「シェア」をしてご
活用ください。
http://www.facebook.com/wakayamacity.gikai/

次の
 定例会は、
12月です！

　森林環境保全促進和歌山市議会議員連盟は、本市の
水源地保護等を図るため活動しています。その取組の一
つとして、紀の川の源流にある奈良県川上村から講師を
お招きし、小学校への出前講座を行っています。今回は、
雑賀小学校において、普段使っている水道水が遠くの水
源地から運ばれてくることや、源流の自然と水源地を守る

ことの大切さを学習していただきました。この出前講座は今後も継続します。

活動
レポート

議員連盟

Vol.17

出前講座の様子

公式フェイスブックページ

インターネットで
市議会を見る
〈生中継・録画中継〉

　本会議や委員会の模様をイン
ターネット中継で配信しています。
パソコンやスマートフォン等でい
つでも視聴することができます。

生の市議会を
見る

　本会議や委員会は、どなたでも
傍聴することができます。一度、生
の市議会を傍聴してみませんか。

文字で読む

　本会議や委員会の会議録を公
開しています。会議録は、ホーム
ページ内の会議録検索システム
で検索、閲覧することができます。

わ
か
や
ま
市
議
会
だ
よ
り

  N
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和歌山市議会ホームページ
http://www.city.wakayama.wakayama.jp/gikai/

地球環境保護のために、
植物油インキを使用しています。

和歌山市議会
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